
<図表>	 内容：【地質学・層位古生物学・文化財科学】	
	
1.  微化石を用いた地質解析	
　 電子顕微鏡オーダーの化石を使って，地層の年代や形成環境を解析できます。
日本列島にはプレート運動によって，かつて南半球にあった大陸や熱帯の海洋
底からもたらされた地層までが付加しています。野外での地質調査と，微化石の
室内分析をもとに，日本列島にある地層の起源や，プレート運動に伴う環境履歴
の解明に取り組んでいます。　 成果：プレート運動付加体情報を満載した現場で
使える「四国地方土木地質図・同説明書（1998）」などを編纂しています。	
	
2.　太洋プレート収束域としての日本とアジアの関連研究	
　 日本列島は新生代になって，大陸から切り離されてできあがりました。グローバ
ルな視点から，海洋プレートの記録を手がかりに、日本海や東シナ海形成以前の
日本とユーラシア大陸の地質のつながりを求めて，極東ロシア〜韓国，中国，東
南アジア各国を訪問し，研究交流を行っています。　 成果：大学院重点研究優秀
賞受賞 http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/outline/poster2011.pdf	
	
３．微化石抽出法の開発と応用	
　 プレート運動により固結した硬い堆積岩や、温度圧力で変形再結晶した変成岩
から物理・化学的手法を駆使して，ミクロンオーダーの微化石を抽出する技法を
開発・応用しています。最適な試料岩石の判別や採集法も大切です。　 実績：四
国山地三波川帯の結晶片岩から微化石抽出に成功，原岩の堆積年代を特定，
プレート沈み込みによる変成時期を限定（日本地質学会の発見賞受賞）	
	
４．自然関連文化財の新たな価値創出	
　 調査研究で得られた地質関連情報をもとに，地域の自然環境成立過程解明や，
文化財観光資源の新たな価値創出を行っています。　 成果：天然記念物「坂州不
整合」（2010）や記念物・名勝「大歩危」(2014/15)の国指定，「四国八十八箇所お
よび遍路道」の石造物石材登録・日本遺産指定(2015)。「徳島県産国会議事堂大
理石の調査研究」(2000-2015) など	
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四国地方土木地質図・説明書の編纂他	
Tak-Mae Sot Area

Shan-Thai テレーン (Sibumasu)は，Indo-Burma と Indochina テレーンの間
に位置し (Met calfe, 1999)，パレオテチスの先ジュラ系遠洋性堆積物を含
み，衝突帯と見なされる．ジュラ紀の陸棚相が三畳紀の遠洋性堆積物を不整合
に覆う．ジュラ系/先ジュラ系不整合は，顕著な基底礫岩を伴い，Shan-Thai
テレーンの形成に伴う環境変化を考察する上で重要．今回，タイ北西Mae Sot
地域のチャート層とジュラ系基底礫岩から，三畳紀後期微化石を検出したので
報告．

The chert clasts of the
TM4 cgl. yield Middle
and Late Triassic
radiolarians. They are
similar to those from
the TM3.

Early Norian - Rhaetian:
Canoptum rhaeticum Kozur and Mostler, 1981:
(1, 2)
Latest Carnian - early Norian:
Latium mundum Blome, 1984: (6)
Capnodoce antiqua Blome, 1983: (20, 21)
Corum regium Blome, 1984: (3)
Pararuesticyrtium  (?)  anatoliaensis Tekin, 1999:
(22, 23)
Dicapnuchosphaera elegans Tekin, 1999: (19)
Pachus multinodosus Tekin, 1999: (4)
Capnuchosphaera tricornis De Wever, 1982: (14,
18)
Castrum perornatum Blome, 1984: (5)
Capnuchosphaera lea De Wever, 1979: (15-17)
Spine D3 of Spongostylus sp. aff. S. carnicus
Kozur and Mostler, 1979: (7, 8)
Spine D2 of Spongostylus carnicus Kozur and
Mostler, 1979: (9-11)
Spine D1 of Spongostylus tortilis Kozur and
Mostler, 1979: (12, 13)
Latest Ladinian œ early Carnian:
Annulotriassocampe sulovensis (Kozur and
Mock, 1981) in Kozur and Mostler (1981): (24,
25)

Dzick, 1991
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                                        The MS 9 conodont multi-element
The Gondolellid apparatus of the Metapolygnathus and Ancyrogondolella species
comprises pairs of P1 (platform), P2 (ozarkodiniform), M (cypridodiniform), S1
(enanthiognathodiform), S2 (digirate form), S3 (diplododelliform) and S4
(hindeodelliform) elements and a single S0 (roundynaform) element.
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